
市
内
で
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
の
投

票
場
所

　
令
和
５
年
３
月
14
日
か
ら
投
票
日

ま
で
に
、
勝
山
市
内
で
転
居
届
を
出

さ
れ
た
方
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ

て
い
る
元
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い

入
場
券
を
郵
送
し
ま
す

　
ハ
ガ
キ
に
各
世
帯
の
有
権
者
２
人

ま
で
記
載
さ
れ
た
入
場
券
が
郵
便
で

届
き
ま
す
。（
有
権
者
が
３
人
以
上

の
世
帯
に
は
、
２
通
以
上
の
ハ
ガ
キ

が
届
き
ま
す
）

　
入
場
券
は
告
示
日
か
ら
4
日
以
内

に
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
。

勝
山
市
で
投
票
で
き
る
方

◉�

平
成
17
年
４
月
10
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
（
投
票
日
当
日
の
満
年
齢

が
18
歳
の
方
）

◉�

令
和
４
年
12
月
30
日
以
前
に
勝
山

市
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続
き
勝

山
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

◉�

成
年
被
後
見
人
の
方

◉�

令
和
４
年
12
月
30
日
以
降
に
県
内

の
他
市
町
か
ら
勝
山
市
に
住
所
を

移
転
さ
れ
た
方
は
、
勝
山
市
役
所

で
発
行
す
る
「
同
一
県
内
住
居
証

明
書
」
を
も
っ
て
旧
住
所
地
で
投

票
で
き
ま
す

※�

県
外
へ
転
出
す
る
方
は
、
転
出
し

た
日
を
も
っ
て
投
票
で
き
な
く
な

り
ま
す
（
転
出
日
に
よ
っ
て
は
、

入
場
券
が
郵
送
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
）

次
の
順
番
で
投
票
し
ま
す

福
井
県
知
事
選
挙

（
白
色
の
投
票
用
紙
）

候
補
者
個
人
名
を
記
載
し
て
投
票
し

ま
す
。

福
井
県
議
会
議
員
選
挙

（
う
す
い
黄
色
の
投
票
用
紙
）

候
補
者
個
人
名
を
記
載
し
て
投
票
し

ま
す
。

投票日には
サイレンを鳴らします

投票開始の午前7時と投
票所閉鎖1時間前の午後
7時にサイレン（まちづ
くり会館など）を鳴らし
ます。

ジオアリーナ
即日開票の参観者

500人まで

午後9時から開票を開
始します。
参観ご希望の方は、午
後8時30分から入場で
きます。（上履き持参）

第7投票区 岩ヶ野公民館、第9投票区 栃神谷公民館、第10投票区 北谷町コミュニティセンターは午後６時まで

 投票日  4月9日㈰  投票時間  午前７時～午後８時

選挙
特集

福 井 県 知 事 選 挙
福井県議会議員選挙

問勝山市選挙管理委員会事務局（市民会館１階）　☎88-1116

令和４年度勝山市明るい選挙啓発標語コンクール�最優秀賞�安居�美咲さん（北部中３）の作品

その一票　僕らの時代は　これからだ

圧着式はがき
をはがすと、中に
入場券が記載され
ています。

11

入場券は切り離して投
票所にお持ちください。
22

期日前投票をす
るときは、裏面の宣
誓書にあらかじめご
記入ください。
※ 4月9日に投票する場

合は記入は不要です

33
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私
が
見
つ
け
た「
勝
山
の
魅
力
」は

伝
統
を
継
承
す
る
地
域
の
人
々

　

３
年
間
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
の
中
で
、
最
も
勝
山
の
魅
力
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
の
は
勝
山

左
義
長
ま
つ
り
で
す
。町
内
ご
と
に
、

作
り
物
や
太
鼓
の
演
奏
ス
タ
イ
ル
、

魅
せ
方
が
違
っ
て
い
て
何
と
も
面
白

い
。
大
小
の
道
具
、
演
技
す
べ
て
の

も
の
が
職
人
芸
に
よ
る
手
作
り
で
、

生
き
づ
く
伝
統
を
感
じ
ま
し
た
。

　

鳴
り
わ
た
る
太
鼓
の
軽
快
な
音
、

三
味
線
の
し
な
や
か
で
和
の
心
を
感

じ
さ
せ
る
音
色
、
色
気
を
併
せ
持
つ

優
美
な
踊
り
子
た
ち
。
そ
れ
ら
を
鑑

賞
す
る
と
、
地
元
の
人
々
の
中
に
あ

る「
わ
が
郷
土
、
勝
山
」と
い
う
よ
う

な
意
識
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

勝
山
を
理
解
す
る
に
は
、
3
0
0

年
以
上
の
歴
史
を
背
負
う
「
左
義
長

ま
つ
り
」
を
深
く
知
る
こ
と
が
大
切

だ
と
学
び
ま
し
た
。

　
い
ま
日
本
の
伝
統
文
化
を
守
る
こ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
絶
望
的
な
こ
と
と

し
て
悲
観
し
て
い
る
人
も
大
勢
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
な
か
で
、
社
会
の

近
代
化
の
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
も
、

伝
統
を
捨
て
ず
に
継
承
し
て
い
く
と

こ
ろ
が
、
勝
山
の
良
さ
で
あ
り
私
が

好
き
な
一
面
で
す
。

　

私
は
、
ま
つ
り
を
通
し
て
、
恐
竜

博
物
館
や
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝
山
の
恩

恵
を
受
け
る
だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
、

伝
統
を
守
る
こ
と
が
好
き
で
伝
統
を

誇
り
に
し
て
い
こ
う
と
う
す
る
勝
山

市
民
の
意
気
込
み
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
い
ま
は
、
人
間
関
係
が
ゼ
ロ
で
も

生
き
ら
れ
る
時
代
で
す
が
、
本
当
に

そ
う
で
し
ょ
う
か
？
私
は
こ
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
仕
事
を
通
し

て
、
改
め
て
人
間
関
係
構
築
の
重
要

性
を
こ
の
3
年
間
で
学
び
ま
し
た
。

　

人
と
の
つ

な
が
り
を
深

め
な
が
ら
伝

統
を
守
っ
て

い
く
勝
山
市

の
一
員
と
し

て
働
け
た
こ

と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。

❽

地域おこし協力隊
松
まつもと

本　彩
あ や か

佳 さん

卒
業
式

　
３
月
２
日
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ

れ
、
96
人
が
思
い
で
深
い
学
び
舎
を
巣
立

ち
、
大
き
な
夢
や
希
望
を
も
っ
て
、
新
た

な
活
躍
の
場
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
、
入
学
時
よ
り
多
く
の
行
事

が
中
止
や
延
期
、
規
模
縮
小
と
な
っ
た
高

校
生
活
で
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は
、
創
意

工
夫
し
て
様
々
な
こ

と
を
楽
し
む
と
と
も

に
、
進
路
実
現
へ
向

け
て
頑
張
り
ま
し
た
。

進
路
状
況

　

国
公
立
大
学
の
個
別
試
験
は
３
月
12

日
㈰
に
全
日
程
を
終
え
ま
す
。
合
格
発

表
は
３
月
下
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

合
格
状
況（
2
月
24
日
現
在
）

国 

公
立
大
学
▼
8
人
（
富
山
大
1
人
、
福
井

大
2
人
、
福
井
県
立
大
５
人
）

私 

立
大
学
▼
67
人
（
同
志
社
大
、
関
西
学

院
大
、関
西
大
、京
都
産
業
大
、甲
南
大
、

佛
教
大
、
京
都
橘
大
、
京
都
芸
術
大
、

中
京
大
、
愛
知
学
院
大
、
岐
阜
聖
徳
学

園
大
、
福
井
工
業
大
、
仁
愛
大
、
福
井

医
療
大
、
金
沢
工
業
大
、
金
城
大
、
金

沢
学
院
大
、
北
陸
大　
な
ど
）

短
期
大
学
▼
８
人　
就
職
▼
民
間
1
人

専
門
・
各
種
学
校
▼
28
人　

部
活
動

ス 

キ
ー
部
▼
竹
内
享
汰
さ
ん（
2
年
）が
、

県
代
表
と
し
て
、全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー

大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）、
国
民
体
育
大

会
ス
キ
ー
競
技
会
、
全
国
高
等
学
校
選

抜
ス
キ
ー
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

バ 

ド
ミ
ン
ト
ン
部
▼
３
月
24
日
～
28
日
、

岩
手
県
花
巻
市
に
て
開
催
さ
れ
る
全

国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
に
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
：
工
谷
羽
音

さ
ん（
２
年
）が
出
場
し
ま
す
。
工
谷
さ

ん
は
昨
年
の
ダ
ブ
ル
ス
に
続
き
２
年

連
続
で
の
大
会
出
場
で
す
。

　
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
30
回 

一
筆
啓
上
賞

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
挑
戦
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
」。
思
い
を
そ
の
ま
ま
話
し
て
い
る
感

じ
で
文
面
に
し
た
ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現

が
評
価
さ
れ
、
国
内
外
３
万
９
７
０
４
点

の
応
募
の
中
か
ら
、
斎
藤
優
那
さ
ん
（
３

年
）の
作
品
が
大
賞
を
射
止
め
ま
し
た
。

作 

品
▼
「
お
父
さ
ん
」
へ　
ど
う
せ
大
好

き
な
ん
だ
か
ら
お
母
さ
ん
に
「
愛
し
て

る
」
っ
て
言
っ
て
あ
げ
な
よ
。

第
26
回 

風
花
随
筆
文
学
賞

　

文
学
愛
好
者
の
創
作
活
動
を
奨
励
し
、

文
学
の
振
興
と
発
展
を
図
る
た
め
の
当
文

学
賞
高
校
生
の
部
で
、平
瀬
咲
弥
さ
ん（
３

年
）の
作
品
が
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。 勝高ＨＰ


